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1． は じめ に

　 種 々 の 色彩 物体 に対 して 人が知覚する色が測

色値と必ずし も対応 しない現 象が あるこ とが 、

これ まで 数多くの 研究によ っ て 報告され て い る 。

例えば 、カ ラ
ー

テ レビ画面 上で の 具体物 の 色 の

見 えが測色値よ りも心理的 に高彩度に知覚され

る
O な どで ある 。 こ の よ うな現象は 、実際 に色

の 見え を評価す る場合や色の 見えの 評価法を検

討する 上 で重要で ある 。 しか しなが ら、 こ れ ま

で この よ うな現象 の原因につ いて は明確で ない 。

　今回、著者 らは上述の 現象が、実際の 自然物

におい て も生 じて い る の で は ない かと考え 、 検

討する こ と とした 。 すなわち、日常我々 が親 し

み を持 っ て い る 自然物の 色の 見えは測色値と異

なる 可能性が ある と推察される 。 こ の よ うな色

の 見え方が起 こ る 要因の 1 っ と して 、 記憶色の

影 響が挙げられる。従来の記 憶色の 研究は、対

象物の 色 をイ メージさせ て 色紙か ら選ばせたも

の をその 記億色 とし、対象物の測色値 と比較し

た も のが ほ とん どで ある。しか し、対象物を実

際に 人が観測 した色 とそ の 測色値、さ らに記 億

色 とを相互 に比較した研究 は見 当 らず 、それ ら

の対応関係が明 らか にされて いな い 。

　本研究で は、自然物 を観察 した ときの色の 見

え方とその 測 色値 との問にどの程度の 差異がみ

られるの か 、 また 、 記憶色 とどの よ うに関連し

て い る の かを明らか にする こ とを 目的として 実

験検討した。

2． 実験

　基本的 に 2 っ の 実 験を実施した。実験 1 に っ

い て は 、 自然物の 色の 見えに 関する実験、実験

2 にっ い て は 、色票 を用い た記憶色の 実験 で あ

る 。 観察者は 、両実験 と も色覚正常な 5 名 を用
い た 。

2．・i　実験 1

2．1．1　 目的

　自然物 （トマ ト、 レモ ン 、ピーマ ン）の
一

部

を マ ス クをかけて観察 した場合 の色の見え方と

自然物全体 を観察 した 場合 の 色の見 え方 を実験

に よ り明らかにする。

2．1．2　実験装置及び 実験 条件

　 実験装置と して 、D65 蛍光 ランプで 照明さ

れ たボッ クス （内装 ： N5 ） を使用。観察面の

照度は 800 　 玉x
−一
定 。 なお 、乳白板を用い

て 拡散照明とした。

2．1．3　実験手順

　 自然物の
…

部をマ ス クをか けて 観察 した 場合

の 実験に っ いて は 、ボ ッ クス内 の 灰色背景 （N
5） を 3 分間観察 させ 、色順応、輝度順応させ

た後に、 2Q 視野 （マ ンセル色票群の大きさに

対応）の灰 色マ ス ク （N5 ）をか けた 自然物 を

ボ ッ クス内に提示 し、観察者に マ ス クをか けた

自然物の 色の 見え方 と等 しい 色の見 え方とな る

色をマ ンセル色票群か ら選定させ た 。 色票群 に

は灰色マ ス クを用い て
一
つ

一
っ の色票 と比較さ

せ 、選定させ た 。 なお 、 2
°

視野で の マ ッ チ ン

グで 得られたマ ンセル 値を 自然物の視感測色値

と した 。

　次に、自然物全体を 観察した場合の 実験にっ

い て も、 ボッ クス 内の 灰色背景 （N5 ）を 3 分

間観察させ 、色順応、輝度順応させ た 後に 、自

然物をボッ クス 内に提示 し、観察者に 自然物 全

体の 色の 見え方と等 しい 色の見 え方 となる色を

マ ンセ ル色票群か ら選 定させ た 。

2．2　実験 2

2．2．1　 目的

　 自然物に対 して 観察者が もっ て い るイメ
ージ

の 色 （記憶色） を実験 的に 明らか にする 。

2．2．2　 実験装置及び実験条件

実験装置は 、 実験 1 と同一
。 ラ ンプ、観察面照

度も同じ。

2．　2．　3　実験 手順

　観察者に は、ボッ クス 内の灰色背景を 3 分問

観察 させ 、色順応、輝度順応させ た後に 、 自然

物の イメージ の 色 に該 当す る色 を色票群か ら選
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定 させ た 。

　なお 、実験 1、 2 とは別に、面積の大き くな

る に従い 、色彩が鮮やか に見 える （面積効果）

の で はない かどうか を検討するため 、視 角 2
°

とそれよ り視角寸法が大きい 10 °

の 色票を用

い た実験 を実施した。

3． 結果

　実験 1 、実験 2 、そ れ ぞれ に っ いて得 られた

結果 （マ ンセル値）を観測者ご とに整理 した。

そ の 結果、観測者ご との 評価はぱ らつ きがある

も の の、ほ ぼ同様の傾向がみ られ たの で 、こ こ

で は 5 名の 平均値 にっ い て の 結果 を述 べ る。

　図 1は、自然物 につ いて 、 2
°
視野で 観測し

た 結果 （○）、自然物全体を観測 した結果 （△ ）

、各対象物 につ い て の 記憶色の 結果 （×）を示

したもの で あ り、 5 名の 観測者の 平均値 をマ ン

セ ルの 色相、彩度の 円グラフ 上 に プロ ッ トした

も ので ある 。 図 1 か ら 、次の こ とが明 らかで あ

る 。 トマ ト、 レモ ン 、 ピ
ー

マ ンと も 、 2
°

→ 全

体 にお い て 、彩度 が上昇す る傾向がみ られ、特

に 、 トマ トの 場合は t2

°
→ 全体にお ける彩度

の 上昇が顕著で ある 。 トマ トの場合、 2D 視野

（測色値）に比べ て ク ロ マ が 1 〜 4 程度上 昇 し

た 。 全体の 色の見えと記憶色の結果とを比較す

る と、 トマ ト、レモ ン、ピー
マ ン とも、近 い 値

で はあるが、記億色の ほ うが高彩度 の値 を示 し

た 。 したがっ て 、 全体の 色の 見えは 、 記憶色と

の 関連が強い ので はない か と推察され る。

　次に、面積効果に 関する結果に つ い て 述べ る 。

図 2 は、色票に っ い て 、 2 °

視野で 観測 した結

果 （○）、 10
°

視野で 観測した結果 （△ ）を

示 した も の で ある 。 図 2 か ら、 2 °
→ 10 °

に

変化 して も観測結 果は変わ らない ことか ら，面

積効果の 影響はほ とん どない と推察され る。

　これ らの 結果か ら、全体 の 色の 見え は面積効

果よ りも 、 む しろ記憶色 との 関連が強い と考え

られ、記億色に引き上げ られ るかたちで 自然物

全体の 色の 見 え方が鮮や かに見 えると推察され

る 。

4． ま とめ

　今回の検討で 得 られた 結果は、次の とお りで

あ る。

（1） 自然物全体を観察 した場合は．自然物の
一

部 を観測 した場合 （2
°

視野 ；視感測色値） と

比 べ
、

一
般に高彩度に知覚される傾向にある 。

特 に 、 対 象物が トマ トの 場合 にその 傾向が顕著

で ある 。

  　自然物全体 を観察した場合の 色の見 えは、

その 自然物 に対する記憶色 と関連がある と考 え

られる 。 しか し、それだけで は説明がっ かな い 。

自然物の 形状、光沢、さ らに自然物全体 とそ の

一
部を提示 した場合 との 反射特性の違い など、

評価に影響を与え る可能性の あるも の が い くっ

か挙げられ る。これ ら の 点 に つ い て は 、今後検

討 して い く必要が ある。
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図 1　 自然物の 色の 見え と記憶色の 実験結果
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図 2　色票 の 色の 見え の 実験結果
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